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研究成果の概要（和文）：本研究は、アドホックネットワーク上で、情報発見方式と、複数記述

符号化方式を前提にした、マルチポイント・ポイント情報転送方式(MP2P)を柱とする「複数情

報源・複数記述符号化方式による画像情報発見転送方式」について、コミュニティ利用発見方

式、GPS 利用発見方式、MP2P 転送方式、ネットワークサーバ選択法、負荷考慮情報転送方式を

それぞれ提案し、コンピュータシミュレーション及び実機により有効性を確認した。 

 
研究成果の概要（英文）：This research has verified the effectiveness of community-based 
contents discovery, GPS-based information discovery, Multipoint-to-point information 
transport, network server selection, and load-aware information flooding by use of 
computer simulation and physical testbed regarding Multiple information sources and MDC 
based video information discovery and transfer system. 
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１．研究開始当初の背景 
 無線アドホックネットワークは、マルチホ
ップ型の無線中継を用い、固定網設備を用い
ることなく、また中央制御を必要としないで
動作し得る無線装置の集合として定義され
る。このようなネットワークは、固定網イン
フラが使えない災害時の回復や戦場などの
局面での展開が期待されている。特に災害時
に災害の状況や避難所の情報や医療拠点情

報など、多くの緊急情報の転送への適用が期
待される。画像情報はもっとも理解しやすく
状況把握できる情報であろう。しかしながら、
アドホックネットワーク上の帯域の制限、遅
延、ゆらぎなどの問題が顕在化するため、固
定網上での画像転送に関わる多くの検討は
十分に適用できるとは言い難い。 
 このような課題に対していくつかの検討
が行われてきた。複数記述符号化方式(MDC: 
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Multiple Description Coding)では、複数の
独立な同等に重要なビデオストリーム（記
述）を生成し、各記述単独の受信でも受容で
きる品質で元のビデオに復号化でき、複数記
述を合わせることでより画像品質を改善す
ることができる。しかし、本方式は付加的な
符号化オーバヘッドを生じるという欠点を
伴い、各記述の経路選択も検討課題である。 
 一方、複数経路上でパケット転送を行うマ
ルチストリーム符号化が検討されており、ビ
デオ品質を向上し得ることが示されている。
しかし、アドホックネットワークでは情報源
の離脱により経路が切断され、情報を受信で
きなくなってしまう可能性があるという課
題を抱える。 
 上位レイヤでは、アドホックネットワーク
内に散在する情報の送信元をいかにして発
見するかも重要な課題である。たとえば災害
時のアドホックネットワークを想定すると、
各参加メンバーは他のメンバーの情報を十
分に知らず、たとえば、救護所情報、食料情
報、医療情報、尋ね人情報などを欲している。
この場合に、従来の IP アドレスを用いたア
ドホックネットワークルーチングによる通
信は成立しない。従って、ネットワーク参加
者がいかにコンテンツなどの情報を発見し
アクセスするかの方法は重要な課題となる。 
 固定インフラ上の情報発見方式の提案は
いずれも集中型サーバの存在を前提として
おり、ノードの参加離脱が自由であるアドホ
ックネットワークでは現実的ではない。アド
ホックネットワーク上のサービス発見方式
として一部検討されているが、特定のネット
ワークレイヤルーチング方式と同時複数情
報獲得を前提としているため、一般的に適用
することは難しい。 
 
２．研究の目的 
 以上の背景を踏まえて、本研究では、アド
ホックネットワーク上のビデオの「転送機能
面」では、送信元の離脱にも対応できるため
に複数送信元を設けること、それぞれの送信
元では MDC符号化を行い受信側の指示により
選択された記述のみを転送すること、輻輳と
フレームの同時紛失を避けるためできるだ
け送信経路を分散することを可能とする方
式の提案をめざす。 
 「発見機能面」では、コミュニティに存在
する信頼度スコアを導入して、よりスコアの
高いメンバーを通じて情報にアクセスする
ことにより安心の中で効率的に送信元の発
見を可能とする新しい発見方式の提案をめ
ざす。これら転送と発見の両面合わせて新し
い画像情報転送方式として明確化し、その有
効性を明確にすることを目的にする。 
 
３．研究の方法 

(1)情報転送方式 
①方式のモデル化を行った上で、複数経路の
排反性を確保するための経路選択プロトコ
ルの改良を行い、複数のシナリオを作成し、
それぞれに対してコンピュータシミュレー
ションを実行して、経路選択機構の性能評価
を行う。評価尺度は、画像情報の受信状況（良
好、通常、不良）の分布（不良区間数、不良
区間長）、スループット（オーバヘッドの評
価）、経路の排反性指標である。 
②テストベッドによる提案の検証を行う。 
③ユニキャスト以外の転送方式について検
討する。 
 
(2)情報発見 
①送信元の情報発見のための基本アルゴリ
ズムを、分散認証と信頼度スコアによって情
報探索を行う経路を形成する方式をモデル
化し、コンピュータシミュレーションにより
その効果の基本特性を検討する。 
②コミュニティ情報以外の利用による情報
発見方式を検討する。 
 
４．研究成果 
(1)画像情報発見方式： 
①アドホックネットワークにおけるコミュ
ニティを前提に、メンバーの信頼度スコアを
導入して、よりスコアの高いメンバーを通じ
て情報にアクセスする方式を検討した。知己
の数をスコアにする評価、知己の中の目的ノ
ード数をスコアにする評価を、コンピュータ
シミュレーションによって行い、提案手法の
有効性を示した。 
②さらに、目的情報に近いノードから信号を
発信することにより、より効率的に情報発見
ができる手法を提案するとともに、各ノード
が GPS を具備しているときに、より目的情報
に近いノードを少ない探索パケットにより
発見できる手法を考案し、ともにコンピュー
タシミュレーションによって提案手法の有
効性を示した。 
③GPS を利用し、特に緊急時に特定の目的地
の情報を効率的に収集できる手法につき、よ
り効率化を進める改良を加えコンピュータ
シミュレーションによって提案手法の有効
性を示した。 
 これらの成果は、複数の国際会議に投稿採
録され、内外の高い評価を得ている。 
(2)情報転送方式 
①情報送信元が無線アドホックネットワー
ク内に複数配置され、その各々において、MDC
符号化を行い、受信側の指示により、それぞ
れの送信元が決められた１つの記述のみを
転送するモデルとした上で、制御パケット数
を減らしつつ、経路の排反度を高めることに
より、複数経路の同時輻輳や切断への耐力を
強化できる経路選択アルゴリズムを考案し



 

 

た。コンピュータシミュレーションにより、
提案した経路選択アルゴリズムと画像品質
等の関係を検討し、既存経路選択法との比較
で大きな改良効果を得た。 
②PC 上にアドホックネットワークルーチン
グ方式を搭載し、マルチホップ環境を実現し、
簡易な評価を行い、情報の品質を保ちつつ制
御情報の削減を可能になることを明らかに
し、シミュレーションの結果を裏付けた。 
③情報転送方式の発展として、ユーザが情報
をサーバから得る場合に、複数の同等なネッ
トワークサーバのどれを選択するのが最適
かを、付加的装置を置かず、またユーザが自
立的に収集できる方式によって可能とする
方式を考案し、その有効性を実験とコンピュ
ータシミュレーションにより明らかにした。 
④発展方式として、放送型情報転送に関する
効率化を進め、二つの斬新な情報転送方式を
考案し、その有効性をコンピュータシミュレ
ーションによって明らかにした。 
 これらの結果は、電子情報学会、Elsevier、
電気学会等の論文誌に採録されるとともに、
複数の国際会議にも採録され高い評価を得
た。また、この検討により、学生の一人が
PDPTA 学生論文賞を受賞した。 
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